
ベルマーク財団が東北などの被災校支援に活用。
被災校は備品や教材を購入することができます❸

ベルマークで
東北などの被災校を応援しよう！
ベルマークで
東北などの被災校を応援しよう！
　スナッグゴルフ対抗戦JGTOカップ全国大会は、2013年から宮城県で、

2016年からは福島県で、震災復興支援の一環として開催されています。

　皆さんが持ち寄るベルマークを公益財団法人ベルマーク教育助成財団に

寄付し、被災校を応援しよう。

ベルマークを大会当日に持参
目標点数10点！ ゴルフのまち三木市は

金物のまちでもあります。

ゴルフのまち三木市は

金物のまちでもあります。

爪切りをプレゼント！爪切りをプレゼント！

→→

日本ゴルフツアー機構（JGTO）から、
ベルマーク財団にマークを寄贈

※学校で集めている点数は使わず、
　ご自宅などの身近なマークをご持参ください。

❶

❷

持ってきてくれた

みなさんに…

きれいな柄の



ベルマークは、みなさんの身のまわりに



あるさまざまな商品に、 付いています



ベルマーク運動のしくみ
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ベルマーク財団

　ベルマーク運動はふたつの目的を持っています。「自

分たちの学校づくり」と「ハンディのある学校への支

援」です。

　集めたベルマークを財団に送ると、ベルマーク預金

になります。それを使って、自分の通う学校の備品を

買うことができます。お買いものをした額の一部は、

自動的に財団に戻されて支援金となり、へき地の学校

や特別支援学校、災害で被災した学校などのために活

用されます。

　より支援の輪を広げるため、貯めた預金を直接寄付

する「友愛援助寄付」という仕組みもあります。さらに、

参加団体以外からのマークの寄贈も受け付けており、

それを仕分けるボランティアも募集しています。ベル

マーク運動は、個人でも団体でも気軽に参加できるボ

ランティア活動なのです。

　財団からの支援は、国内だけでなく、厳しい環境で

学ぶ海外の子どもたちにも届けられています。「すべ

ての子どもに等しく、豊かな環境のなかで教育を受け

させたい」。この理念を掲げて 1960 年に始まったベル

マーク運動は、2020 年度で 60 周年を迎えました。

　ベルマーク運動は、PTA などの参加団体、ベルマークを自社の商品に付けている協賛会社、ベルマーク預金
を使ってお買いものができる協力会社が支えあって成り立つ運動です。
　協賛会社がベルマークを付けた商品を生産・販売し、それを参加団体の皆さんが購入します。商品のパッケー
ジに印刷されているベルマークを切り取って持ち寄り、それぞれの団体が仕分け・集計を行います。それをベ
ルマーク財団に送ると、1 点 1 円としてベルマーク預金になり、協力会社から必要な備品を買うことができます。
その時、購入金額の 1 割が寄付金として自動的に財団に戻されます。財団はこのように生まれた資金を活用し、
毎年、へき地や災害被災地にある学校、特別支援学校、海外の子どもたちなどへの支援を実施しています。



第 章1
にも参加資格が拡大され、社会全体で取り組める
ボランティア運動としても注目されています。

災害被災校や海外にも支援の手

　運動がスタートしてから61年を経て、援助の
対象はへき地学校だけでなく、特別支援学校（養
護学校、盲学校、聾学校）や海外の子どもたちに
も広がっています。さらに長崎県雲仙普賢岳の火
砕流や阪神淡路大震災、三宅島噴火、新潟県中越
地震、そして東日本大震災、熊本地震、西日本豪
雨災害、北海道胆振東部地震など、大災害で被害
を受けた学校や子どもたちの支援にも積極的に取
り組んでいます。
　ベルマーク運動は、「無理なく　無駄なく　根
気よく」そして「忘れずに」をモットーに、参加
団体、協賛会社・協力会社、ベルマーク財団がス
クラムを組んで、子どもたちの笑顔のために活動
を続けています。「だれでも、気軽にできるボラ
ンティア活動」―それがベルマーク運動です。い
っしょにやってみませんか！

1. ベルマーク運動の目的

　日用品などについている「ベルマーク」を集め
て送ると、学校の設備や教材などを購入できるだ
けでなく、それが様々な教育援助にもつながる―
これがベルマーク運動です。

子どもたちの笑顔のために

　1957年、へき地にある学校の先生たちが、戦
後十数年がたってなお、整わない教育環境につい
て朝日新聞社に苦境を訴え、援助を求めました。そ
こで「都会の子も、へき地の子も、平等に勉強で
きるように、継続的に学校の設備や教材を整える
方法は無いか」と生まれたのがベルマーク運動です。
　1960年に「財団法人　教育設備助成会」（現・
公益財団法人ベルマーク教育助成財団）が設立さ
れました。当初2263校だった参加校数は、現在
およそ２万6000校・団体になりました。2006
年４月からは、大学や公民館などの生涯学習施設

ベルマーク運動誕生当時の子どもたち

援助でテレビが届いた 授業開始のベル

ベルマーク運動とは

2　第１章 ベルマーク運動とは

「ベルマーク手帳2021」より



設 立 趣 意 書

　教育の機会均等は憲法にうたわれていますが、新教育の遂行に必要な設備の

整備は、国の強力な政策によっても、容易に解決できない現状であります。

　殊に、山間へき地の学校には、恵まれないものが多く、教育設備の点から見

た学校差は、驚くべき不均衡を示しています。

　文部省をはじめ、関係当局がこの点に、種々の施策を講じて、努力されてい

ることは、われわれも認めて深く感謝をいたしておりますが、国が、これらの

教育設備を、すべての学校に平等に拡充してゆくことは、予算的に不可能に近

いと申しても過言ではないようであります。

　しかも、教育の機会均等とは、単に、教育を受ける機会が均等に保証される

ばかりでなく、教育を受ける者が、同一の教育条件を与えられることでなけれ

ばならないと考えます。

　上のような事情から、限られた国や地方の予算に頼るばかりで、この問題を

看過することなく、できるだけ関係当局と協力して、重要な教育の振興に役立

つために、まず、教育設備の充足整備をはかろうと、朝日新聞社の後援を得て

財団法人教育設備助成会の設立を発起いたした次第であります。

…昭和34年６月12日、文部大臣あてに出された設立許可申請書に添えられた趣意書全文

家の手伝いをする兄弟 昭和36年頃の授業風景
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「ベルマーク手帳2021」より



途上国の子どもたちの役にも立つ仕組みなので
す。
　運動は、参加団体、協賛・協力会社、ベルマー
ク財団の三者が結んだ契約によって成り立ってい
ます。みなさんが集めたベルマークがさまざまな
教育援助につながるまでの流れを追いながら、ベ
ルマーク運動のしくみについて確認してみましょ
う。

2. 運動のしくみと流れ

　ベルマーク運動には「自分たちの学校づくり」と
「困っているお友だちの応援」という２つの役目が
あります。自分たちの学校をよくするためにベル
マークを集めることが、不便な地域の学校や災害
にあった学校、体にハンディのあるお友だちや開発

＊「協賛会社」は商品にベルマークをつけている会社で、「協力会社」はベルマーク預金で教材備品を買える会社です。

●❷ベルマークを仕分け・集計

●❸ベルマーク財団に送る

●❶参加商品を購入
　商品に付いているベルマークを見つけて、切り取る。

●❹協賛会社へ報告
　財団は送られてきたベルマークを点検して、協賛会社へ報告します。

●❻商品を注文
　参加団体は、取得したベルマーク預金で学校の備品や教材を購入します。
　商品の注文は、必ず財団を通して協力会社にします。

●❼協力会社に発注

●❽注文品を学校へ
　協力会社は、注文品を学校に届けます。

●10教育環境改善への援助
　財団は、ベルマーク収集活動から生まれた援助金を活用して、様々な援助事業を行います。

●❾注文品の代金の10％を参加団体が寄付
　商品の本体価格の10％分が購入した団体に戻されます。これを割戻金と言い、
　団体から財団に寄付され、援助活動資金になります。

●❺点数に応じた金額を参加団体へ
　協賛会社は、集めた点数に応じて１点につき１円と財団運営費0.25円および消費税相当額を
　支払います。このうち１円が参加団体の預金口座に預け入れられます。
 ＊協賛会社から口座などへの入金作業は、参加時の契約に基づき、財団が代行しています。

＊ 協力銀行で個別の預金口座としてお預かりしていたみなさまの「ベルマーク預金」は、2017年度より当財団名義の預金口座で一括管 

理しています。
＊各参加団体の残高は個別に把握、管理されており、残高通知、お買いものなどの手続きは、これまでと変わりません。
＊『ベルマーク預金』『口座』『残高』などの用語につきましては、長年にわたって定着しているため、今後とも従来通り使用してまいります。

4　第１章 ベルマーク運動とは
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　今回、スナッグゴルフ対抗戦 JGTO カッ

プ全国大会が開催される兵庫県三木市は、

2015 年 7 月からベルマークの収集に取り組

んでいます。

　左の記事は、活動開始から約 4 年半を迎え

た頃に財団職員が三木市役所を訪れた様子を

まとめたものです。

　ベルマーク運動の窓口は、市民生活部市民

協働課です。同課は市民活動に関するあらゆ

る業務を担当しています。ボランティア、国

際交流活動、みっきぃ夏祭りの運営、市民の

生涯活躍の推進、区長協議会に関する業務、

旧宅地の再開発など、業務は多岐に渡ります。

　三木市では、市内 10ヵ所にある市立公民

館のほとんどと市役所の総合案内前に回収箱

を置き、市民に協力を呼びかけています。

三木市はベルマークを集めています三木市はベルマークを集めています

ご協力をよろしくお願いいたします


